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印刷所　安臨印刷所
　　（1部3円）

　　現佳人乱調　i

（9月末日現存）

男　19，487人（＋5）：

女20，188人（＋31）．

計　39，675人（＋36）

世帯里数
8。198H土筆季　　　（十9）

　
九
月
市
会
は
決
算
紹
定
や
ア

算
の
追
加
更
正
を
含
む
澱
頑
な

市
会
で
あ
り
ま
し
た
。
決
算
は

例
年
赤
字
決
算
で
漸
く
年
度
末

　

i市長からのおたより

i　三尾良次郎
［
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膳
　
　
　
　
　
　
一

〇

り

九

月
定
例
市
議
会
お
わ
る

　　

@
　
　
追
加
予
算
五
千
万
田

」
総
額
二
一
六
、
し
九
五
、
八
割
引
円
と
な
る

　
　
　
　
　
国
民
健
保
も
実
施
の
軽
き
め
る

　
市
議
会
定
例
会
は
几
月
二
十
｝
議
を
蹴
ね
、
几
月
．
．
．
卜
日
全
員

四
日
招
集
さ
れ
、
月
末
ま
で
一
　
協
議
会
を
開
い
た
後
本
会
畿
か

週
間
の
会
期
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
一
開
き
、
犠
案
、
認
定
全
部
冷
可

た
。
昭
和
．
二
十
二
年
度
追
加
予
「
決
承
認
し
ま
し
た
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

算
案
、
財
政
再
建
計
画
変
更
、
特
◇
上
裡
さ
れ
た
議
寧
と
、
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

別
職
の
給
与
、
教
育
畏
な
ら
び

に
職
員
給
与
の
条
例
改
正
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
実
施
、
教

育
委
員
の
選
任
、
昭
和
』
．
、
↑
一

年
肢
の
決
算
な
ど
議
案
二
卜
一
．
．

糾
、
認
定
六
僧
、
請
願
↓
四
件

な
ど
、
各
委
員
会
て
慎
寮
に
審

　
し
た
大
要
は
次
の
と
お
り
で

　
す
。

○
第
四
七
且
リ
　
教
育
添
員
会
委

　
員
の
任
命
に
つ
い
て
（
m
村

　
栄
市
を
巨
財
目
し
た
。
仔
期

　
四
年
）

○
第
四
八
号
　
口
向
巾
職
員
給

　
条
例
に
つ
い
て
（
公
務
員
に

　
吋
し
て
介
国
的
に
行
わ
れ
る

　
給
与
号
俸
の
切
事
え
に
！
ろ

　
も
の
で
、
給
料
額
は
総
体
と

　
し
て
六
％
秤
脳
脱
『
、
き
れ

　
る
）

O
第
四
几
弓
　
H
向
巾
特
別
職

　
の
給
与
に
閏
5
ろ
多
例
の
｝

　
祁
を
改
“
噂
る
築
三
に
つ
い

　
て
（
こ
の
股
掌
け
議
八
ム
側
が

　
ら
提
出
さ
れ
た
、
巾
長
六
乃

　
円
、
助
得
ん
力
円
、
牧
人
役

　
四
1
1
円
と
し
、
従
来
あ
っ
た

　
諸
手
当
を
廃
し
本
俸
一
太
・
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫

　
し
た
）

○
第
五
〇
号
　
日
向
市
教
育
長
｝
一

　
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
｝

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
　

　
て
（
一
月
給
二
一
、
四
〇
〇

　
円
か
ら
レ
号
給
二
一
、
○
○
一

〇
円
と
す
）
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
石
一
号
　
日
向
南
職
員
退
「

　
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
一

　
改
∬
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
一

〇
笛
行
．
．
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
例
の
一
部
を
改
バ
す
る
条
例

　
（
勤
務
地
手
当
を
削
る
）
　
一
、

○
第
ゼ
．
。
号

　
い
て
（
黒
木
甚
蔵
よ
り
池
沼

に
な
っ
て
認

定
に
附
せ

ら
れ
た
の
に

今
年
は
九
月

市
会
で
提
出

せ
ら
れ
、
し

か
も
三
百
余

万
円
の
黒
田

で
あ
っ
た
と

新
聞
に
も
撫

ぜ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
安

心
さ
れ
た
市

民
も
あ
り
、

ま
た
港
湾
や

学
校
に
沢
山

　
　
　
　
　
　
　
の
借
金
を
し
て
お
り
な
が
ら
黙

日
向
市
職
員
条
「
字
と
は
轍
だ
ろ
う
と
投
樽
し
て

　
　
　
　
　
　
　
来
た
向
き
も
あ
り
ま
し
た
。
し

　
　
　
　
　
　
↓
カ
し
、
こ
れ
は
双
方
と
も
少
し

寄
附
採
納
に
つ
｝
思
い
重
い
を
な
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
市
役
所
の
赤
了
と

い
う
の
は
来
彗
の
歳
人
冷
入
「
年

前
喰
い
す
る
こ
と
で
、
昨
“
度

の
決
算
で
は
、
再
建
整
備
の
市

傭
三
二
門
万
円
を
悶
か
ら
貸
し

て
貰
っ
た
お
蔭
で
前
喰
い
せ
ず

に
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
翼
ぶ
程
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
黒

字
だ
と
い
っ
て
、
市
民
冷
だ
ま

し
て
市
長
や
区
員
の
報
酬
値
上

げ
を
た
く
ら
む
魂
謄
だ
と
い
う

訳
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
九
月
市
会
の
始
ま
ら
な
い
前

か
ら
、
世
聞
に
色
々
取
り
沙
汰

せ
ら
れ
て
い
た
不
納
歓
損
の
問

題
で
す
が
、
日
向
市
で
も
珀
年

の
決
算
か
ら
、
住
所
不
明
に
な

っ
た
人
の
滞
納
や
、
滞
納
ザ
日
の

経
済
状
態
か
ら
と
て
も
徴
牧
出

来
そ
う
も
な
く
な
っ
た
税
金
な

ど
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
置
い

た
と
こ
ろ
で
舶
局
帳
面
よ
こ
し

で
あ
り
ま
す
の
て
、
こ
れ
等
は

全
部
切
り
捨
て
～
し
窯
う
唯
に

致
し
玄
し
た
。
同
時
に
万
年
以

ヒ
も
経
過
し
て
取
れ
な
か
っ
た

税
金
は
、
法
律
上
時
効
と
い
っ

て
強
制
徴
牧
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
も
一
応
切
り
捨
て
る
こ
と
に

し
た
訳
で
す
。
こ
れ
を
市
議
会

で
検
討
し
て
見
ま
し
た
所
が
、

時
効
切
拾
て
で
不
納
歓
損
処
分

に
な
っ
た
滞
納
者
の
中
に
現

在
立
派
な
生
活
を
し
て
居
る

人
や
、
中
に
は
市
政
の
一
端

を
択
っ
て
居
る
よ
う
な
人
も

一
∵
．
．
人
名
前
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
か
大
き

な
問
題
に
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
一
人
一
人
に
つ
い

て
調
へ
れ
ば
相
当
の
理
由
が
あ

り
、
も
っ
と
も
な
申
訳
か
あ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
緑

局
、
巾
税
務
課
の
失
態
で
あ

り
、
ゆ
ん
し
晶
め
れ
ば
市
長
た

る
私
の
失
態
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
私
は
当
会
に
対
し
、
た
と

い
、
不
納
畝
損
処
分
に
は
し
て

も
納
め
る
能
力
の
あ
る
人
に

は
、
今
後
も
納
得
つ
く
で
納
め

て
貰
い
ま
す
と
約
束
し
て
置
き

ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
も
う

幾
人
か
の
人
は
納
旨
し
て
納
め

て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

　
要
す
る
に
税
金
と
い
う
も
の

は
そ
の
年
の
税
は
、
そ
の
年
の

内
に
納
め
て
し
ま
う
可
き
も
の

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経
済
の

事
は
仲
々
思
う
よ
う
に
参
ら
な

い
の
で
、
納
め
る
準
備
が
出
来

ず
苗
労
す
る
人
も
少
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
差
押
え
た
り
、
競

売
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
同
じ

市
の
市
民
と
吏
員
の
仲
で
は
仲

々
出
来
に
く
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
一
時
は
滞
納
整
理

組
合
と
い
う
、
第
一
．
一
二
を
作
っ

て
や
っ
て
貰
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
結
果
は
旨
く
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
は

税
制
も
大
体
整
頓
し
、
納
税
思

想
も
夢
っ
て
な
り
ま
し
た
。
従

来
の
よ
う
な
手
緩
い
こ
と
で
は

ま
だ
不
納
銅
損
の
不
合
理
を
重
．

ね
る
ば
か
り
で
す
か
ら
梨
や
国

の
税
金
と
同
様
に
峻
厳
に
取
立

て
る
こ
と
、
殊
に
留
裕
階
級

や
、
市
政
に
関
係
あ
る
方
々
に

は
、
仮
借
な
く
処
置
を
取
る
こ

と
を
お
赦
し
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
こ
の
際
、
特
に
申
上
げ

て
置
き
た
い
こ
と
は
、
市
か
ら

或
は
市
が
関
係
の
あ
る
団
体
か
、
O
第
八
号

ら
当
然
貰
う
長
き
金
が
あ
る
か

ら
と
言
っ
て
、
税
金
と
差
引
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

定
を
し
ょ
う
と
書
う
人
が
あ
り
一

ま
ず
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ

り
ま
す
。
市
は
個
人
と
違
い
ま
…

し
て
公
法
上
徴
税
す
る
も
の
一

で
、
税
金
は
他
の
貸
し
借
り
の
・
○
第
九
号

金
と
差
し
引
き
ず
る
性
質
の
も
…

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
こ
｝

う
し
た
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
居
り
、
こ
れ
が
艮
い
滞
納
　

の
主
な
原
因
に
な
っ
て
居
り
ま
一

す
の
で
特
に
附
謁
さ
し
て
頂
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

ま
す
。
　
　
（
十
月
四
臼
記
す
）
［
○
第
↓
号

梱和32年（1957）10月10日発行

に＋鐸

欝欝

一覇）

穣
鰹
鴇

㌧
、
こ

十
五
夜
祭

に
ぎ
や
か
に

商
工
水
産
祭
や

鶏
、
、
、
鯉

六
ル
）
　
　
　
　
・
万
、
簡
易
上
水
道
用
地
三

〇
第
h
四
号
　
十
地
質
牧
に
つ
一
　
四
坪
、
訓
二
、
八
六
四
坪
四

　
い
て
（
入
神
山
通
線
m
地
　
　
六

．
、
一
、
四
万
五
坪
万
一
、
畑
浦
○
第
h
五
号
　
ま
地
父
換
に
っ

　
通
線
用
地
一
、
一
九
四
坪
九
一
　
い
て
（
財
光
寺
道
路
敷
地
、

　
秋
n
和
の
温
か
・

い
好
人
気
に
恵
ま
｝

れ
て
十
月
末
、

九
R
の
∵
．
日
間
行
「

わ
れ
た
i
κ
夜
祭
．

は
、い
人
出
の
に
き
わ

、
‘
を
裂
け
ま
し

炉
・
こ
と
し
が
ら

新
し
く
加
つ
た
日

　
　
　
　
　
　
　
7

向
自
曲
τ
水
産
祭

は
会
場
塗
丸
し
と

　
　
　
　
　
　
　
」

ば
か
り
の
入
場
名

が
あ
り
、
憩
築
士

会
薮
の
趣
築
農

　
渋
谷
竹
一
所
有
地
と
巾
向
地

　
交
換
）

○
第
κ
」
ハ
旧
り
　
部
分
林
の
診
内
疋

　
に
つ
い
て
（
装
々
津
宰
嚇
附

　
鞘
町
兀
反
歩
、
杉
、
松
。
）

　
　
　
　
八
，
で
会
場
は
ご
つ
た
返
し
の
状
況

　
　
　
　
　
　
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
十
荒
夜
祭
恒
例
の
「
造
り

近
来
珍
ら
し
一
物
」
は
十
一
ヵ
所
に
出
ま
し
た

　
　
　
　
　
が
、
宮
交
常
業
所
西
に
出
さ
れ

　
　
　
　
　
た
「
猛
虎
」
と
幸
福
神
社
北
に

　
　
　
　
　
出
さ
れ
た
「
曽
我
兄
弟
」
が
好

　
　
　
　
　
評
で
し
た
。

　
商
工
水
産
祭
会
場
の
「
き
き

例
会
」
は
そ
の
道
の
人
々
に
喜

ば
れ
大
入
で
、
お
一
人
一
回
に

お
願
い
し
ま
す
と
い
う
札
が
出

る
始
末
。
不
評
の
声
の
あ
り
ま

O
第
ハ
七
戸
　
部
分
林
再
設
定

　
に
つ
い
て
（
騒
々
津
丸
山
、

　
一
福
艮
。
一
、
卜
．
町
八
反
八

　
畝
一
卜
八
歩
、
杉
、
松
。
）

○
第
ハ
八
号
　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

当
初
の
計
票
い
ろ
い
ろ
の
都
係
で
は
申
し
て
お
乏
し
た
上

合
で
思
わ
し
い
設
備
と
内
容
に
来
年
は
御
気
に
入
る
よ
う
な
も
「

す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
一
の
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

市
営
住
宅
近
く
着
工

制
度
実
施
に
つ
し

て
（
国
民
皆
保
険

の
改
府
方
針
に
そ

っ
て
、
当
市
も
昭
【

和
三
卜
一
．
一
年
度
か
㎜
○
第
六
二
号

　
め
、
そ
の
準
備
に

　
と
り
か
か
る
）

○
第
π
九
号

ら
実
施
す
る
空

　
　
　
　
　
財
政
δ
第
六
二
号

譲
烈
変
更
∫

　
住
宅
不
足
の
当
市
で
は
、
市
｝
秤
（
九
坪
）
が
し
r
戸
、
計
．
．
十

二
住
宅
に
は
常
に
申
込
み
が
殺
　
戸
、
木
造
で
建
築
す
る
こ
と
に

到
し
て
い
ま
し
て
、
只
今
で
も
な
り
ま
し
た
。
各
戸
に
四
一
九

百
数
十
人
の
申
込
み
が
あ
る
状
坪
の
庭
も
つ
い
て
お
り
ま
す
。

況
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
は
纏
部
迎
洋
園
に
近
い
…

本
年
度
建
て
る
こ
と
髪
つ
古
田
に
決
定
し
て
お
り
逆

だ
焦
直
配
濫
費
竃
囮
公
園
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜥
円
に
甑
墨
虹
く
爪
Ψ
単
礒
恢
も
近
一
（
」
筒
叩
幽
ハ
O
皿
リ

（
①
港
湾
工
業
都

巾
と
し
て
の
一
体

制
を
確
立
す
る
た
［

聖
鼎
離
の
の
…

整
備
拡
充
。
人
口
｝

に
対
す
る
文
教
懇
一

設
・
住
宅
建
設
の
｝

経
費
増
。
　
　
　
一

⑨
行
政
水
準
の
確
・

保
に
伴
う
経
漸

増
。
赤
字
解
消
の
一

　
　
　
　
　
　
　
コ

対
策
と
し
て
、
行
一

政
水
玉
の
引
下
げ
一

を
行
っ
て
き
た
一

が
、
次
第
に
健
全

財
政
の
状
態
と
な
．

つ
た
の
て
、
政
肘

の
施
策
に
則
り
、

↓
ー
ビ
ス
行
政
の
　

適
止
を
期
す
る
た
一

め
）
　
　
　
一

　
に
つ
い
て
（
大
蔵
省
資
金
運
一

　
用
部
よ
り
、
道
略
整
備
資
金

　
と
し
て
、
．
自
七
十
万
円
借

　
入
）

○
第
」
一
一
艮
り
　
晶
巾
起
債
及
び
償

　
還
乃
法
に
つ
い
て
（
郵
政
省

　
簡
易
保
険
局
よ
り
上
水
道
資

　
金
と
し
て
．
肖
二
卜
乃
円
借

　
入
）

　
　
　
　
　
　
市
起
債
及
び
償

　
還
方
法
に
つ
い
て
（
消
防
施

　
設
資
金
と
し
て
四
卜
万
円
借

　
入
）

　
　
　
　
　
　
日
向
市
簡
易
上

　
地
復
旧
事
業
主
入
オ
出
予
算
一

　
追
加
更
．
正
に
つ
い
て
（
予
算

　
一
、
四
〇
八
、
八
○
○
円
と

　
な
る
）

○
第
六
八
R
り
　
昭
和
．
．
．
L
一
二
年
　
○
一
第
L
一
一
U
り

　
度
日
向
市
特
別
会
訓
土
地
区

　
画
整
理
弔
業
才
入
才
出
爵
算

　
追
加
廻
国
に
つ
い
て
（
ア
算

　
四
、
五
二
七
、
六
〇
〇
円
と

な
る
）
　
　
　
　
　
　
　
．

○
第
六
九
号
　
昭
和
一
。
一
↑
二
年

水
道
肇
特
別
会
計
設
定
些
◇
認
定

申
叩
一
説
｝
○
第
六
七
丹

　
つ
い
て
。
　
（
才
出
予
算
三
、

　
七
四
六
、
六
〇
〇
円
）
　
　
　
・

○
第
六
四
号
　
日
向
市
屠
場
費

特
8
1
会
計
設
定
に
つ
い
て
。
…

　
（
才
出
予
算
一
、
八
二
五
、
」

　
0
0
0
円
）

○
第
六
五
号
昭
和
一
二
十
二
年
度

　
日
向
市
一
般
会
計
才
入
口
出
一

　
予
算
追
加
防
塁
に
つ
い
て
　
一

　
（
追
加
予
算
額
五
二
、
六
八
一

　
九
、
三
〇
〇
円
で
あ
る
。
　
一

　
主
な
も
の
は
、
都
市
計
測
費
皿

　
八
、
三
二
四
、
二
〇
〇
円
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
教
育
費
三
〇
、
六
一
．
一
八
、
七
一

　
〇
〇
円
、
住
宅
費
．
．
一
、
八
七

　
〇
、
○
○
○
円
な
ど
で
あ
｝

　
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

O
第
」
ハ
六
H
り
　
昭
和
．
．
．
L
一
二
年

　
度
日
向
巾
特
別
会
訓
上
水
道

　
事
業
才
入
才
出
予
算
追
加
更

　
正
に
つ
い
て
（
予
算
額
九
、
｝

八
四
八
、
五
蠕
嘉
挫

瀦
魏
醐
鹸
舩
鑛
…
・
筆
二
弓

　
正
に
つ
い
て
（
予
・
算
二
、
九

　
　
一
〇
、
四
〇
〇
円
と
な
る
）
］

σ
篶
昭
和
置
土
鉱

　
日
向
市
一
般
会
計
才
入
興
出

　
決
算
に
つ
い
て
（
註
－
一
決
算
“

　
の
審
査
は
二
名
の
日
向
市
監
一
◇
採
択
さ
れ
た
請
願
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
お
り
で
し
た
。

　
査
委
員
児
玉
湾
、
安
藤
弔
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
細
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成

　
に
よ
っ
て
、
審
査
意
見
再
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
伴
う
田
地
浸
水
対
策
に
就

　
市
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

市
議
会
は
こ
の
資
料
を
参
考
｝

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
て
審
議
を
し
ま
す
。
決
一

算
審
査
の
要
領
は
、
予
算
は
｝

議
会
の
議
決
の
目
的
に
従
つ
一

て
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
決
｝

お
た
よ
り
」
樹
に
市
長
が

接
轡
い
て
い
ま
す
の
で
御

下
さ
い
。

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は

本
紙
前
母
九
月
号
に
概
要

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で

が
、
才
入
は
二
億
一
千
六

四
十
託
万
八
千
三
百
円
、

出
二
億
一
千
二
百
八
十
一

五
千
八
百
三
十
七
円
と
な

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
三
十
一
年

日
向
市
特
別
会
針
上
水
道

業
一
入
才
出
決
算
に
つ
い

（
才
入
二
千
三
百
七
十
二

六
4
†
｝
白
六
十
一
円
、
ナ
沽
m

千
三
胃
七
十
二
万
四
千
四

三
十
二
円
、
嬰
年
度
へ
締

金
一
千
七
百
二
十
九
円
。

　
　
　
　
昭
和
三
十
一
夘

日
向
市
特
別
会
訓
災
害
耕

復
旧
事
業
同
年
才
出
決
η

つ
い
て
（
才
人
一
百
十
四

一
千
二
r
旦
．
一
十
ゴ
．
円
、
才

一
望
［
七
万
九
工
一
山
ハ
○
O
m
円

翌
年
度
繰
越
六
万
一
下
六

三
十
三
円
）

　
．
　
　
昭
和
三
十
一
仔

日
向
衛
特
別
会
訓
土
地
区

整
理
事
業
右
入
才
繊
決
算

つ
い
て
（
才
入
質
↑
六
万

千
陀
仏
卜
一
．
．
円
、
才
出
八

六
万
π
℃
「
九
「
日
」
⊥
．
一
m
U
、

引
零
円
）

　
　
　
　
　
昭
和
．
．
．
十
．

度
日
向
市
特
別
会
計
公
益

屋
費
才
入
才
出
決
算
に
つ

て
（
才
入
明
．
．
丁
具
．
十
九
乃

百
八
円
、
才
出
一
．
百
一
、
一
卜

万
七
千
八
育
六
十
七
円
、

年
度
へ
繰
越
金
八
卜
九
万

千
九
百
四
卜
一
円
）

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
一

渡
日
向
市
特
別
会
副
退
職

与
金
才
駿
才
出
決
算
に
つ

て
（
国
入
四
．
肖
二
十
七
万

千
百
二
十
六
円
、
才
出
一
．
．

二
十
κ
万
引
千
百
H
一
二
十

円
、
翌
年
度
へ
繰
越
金
百

万
五
千
九
百
八
十
九
円
。

○
農
道
改
修
に
つ
い
て
（
平

　
地
区
）

○
新
財
市
橋
災
害
復
旧
に
つ

　
て
（
識
見
川
）

○
細
島
港
北
岸
道
路
新
設
工

　
に
つ
い
て
（
西
の
原
東
方

お
い
て
効
果
的
な
予
算
の
使
○
道
路
拡
張
工
事
並
び
に
側

わ
れ
方
に
努
力
が
払
わ
れ
た
．
　
工
事
促
進
に
つ
い
て
（
上

か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
審
　
　
町
線
。
下
原
町
線
。
）

査
と
検
討
が
な
さ
れ
ま
す
。
）
○
流
水
路
の
公
共
施
設
に
う

こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
滞
　
　
て
（
美
々
沖
町
川
向
）

納
市
税
の
不
納
欠
損
処
分
9
湶
理
嶺
澱
艀
塁

百
十
六
万
五
千
円
に
つ
い
　
○
上
水
道
施
設
延
長
方
に
つ

て
、
数
人
の
級
員
よ
り
質
疑
　
　
て
（
草
場
区
西
部
）

が
相
当
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
つ
雷
鳴
電
通
に
つ
い
て
《
口

騒
開
講
縣
面
懸
欝
嘱
哨
ω
漁



（2）第26号報広市向臼昭和32年（1957）10月10日発行

欝
一

こ
と
し
も
よ
ろ
し
く

赤
い
羽

　
1
目
　
　
六

皿
で
は
、
市
内
の
募
金
組
織
を
別
「
（
美
々
沖
）

一
裏
の
九
分
会
に
分
け
て
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
）

一
い
ま
す
。

．
　
〈
－
年
度
の
〔
梯
額
は
六
卜
八
｝

標根

募
金
　
十
八

万
円
i

大
山
順
一
（
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

一万

~
で
、
．
咋
年
度
の
七
＋
九
互

　
共
同
募
金
「
赤
い
羽
根
」
運
一
頭
貫
合
、

動
は
、
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
…
行
い
ま
す
。
各
地
区
分
会
ご
と
一
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
禽
的
に
鎗
ら
れ
て
お
に
、
毛
帯
数
や
担
税
能
力
を
墜
遽

翻
慧
な
い
額
に
な
．
｛

募
金
乃
法
は
戸
別
算
金
・
衛
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
特
出
募
金
の
方
法
で
｝

ら
、ま
す
。
赤
い
羽
根
と
い
え
ば
、
一
礎
に
し
て
割
出
し
た
の
が
、
矧
｝

も
う
皆
さ
ん
も
お
な
じ
み
に
な
…
表
の
各
分
会
口
樺
額
で
、
こ
れ

つ
て
お
り
ま
す
が
、
不
幸
な
人
［
は
1
7
別
訪
問
を
行
い
、
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

々
を
救
う
こ
の
運
動
に
、
ど
う
一
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
訳
で
噂

ぞ
御
協
力
下
さ
い
。
　
　
　
　
一
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
と
し
も
よ
う

　
梨
共
同
募
金
会
日
向
市
支
会
し
く
お
ね
が
い
し
ま
♂
。

戸
別
募
金
割
当
表

　
　
　
　
　
（
分
会
別
）

徽1

7

埆訂｛罪鳥∫夏「

148

6
8
2

頭額
4．227

7。029

且．432

7．081

目

昌麹職騰 　568

P，148

37，081

V9，951

39，592

W5，40五

細　島　分　会 1，063 68，309 74，679

平　岩　分　会 659 45，043 52，445

幸　脇　分　会
275 15，126 16，506

美々津分会
813 5し802 61，168

日向11f支会費 6，997 500，000 566，000

なく整理滞納は

市
税
の
滞
納
整
理
に

つ
き
ま
し
て
は
強
く

処
理
し
て
参
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
従

来
主
と
し
て
滞
納
者

の
説
得
に
よ
り
出
来

碍
る
限
り
穏
便
な
方

法
で
整
理
を
進
め
や

む
を
得
な
い
場
合
だ

け
極
く
小
照
数
の
強

行
整
理
を
し
た
に
す

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が

温
情
主
義
は
滞
納
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
と
っ
て
も
却
っ
て
悪
結
果
を

一◎

卲
�
�
�
ﾌ
エ
な
役
員
は
次
礪
誕
購
読
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し
に
断
行
す
る
廓
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
今
ま
で
芹
押
え
し
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
で
公
売
未
了
の
物
件
が
か
な

皿
　
の
と
お
b
で
す
。
．

…
鹸
難
顯
鰻
盤

㎜
分
会
長
○
．
．
。
輪
弘
（
細
島
）
鈴

木
撃
（
臨
見
）
遺
藤
寅
一

光
芋
）
八
木
秋
淺
（
平
岩
）

一
旦
忠
雄
（
幸
脇
）
　
梅
野
沢
一 （
財
一
り
あ
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
公

卜
一
売
を
、
行
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す

会　名ほ目

貫套F

国
遮
デ
ー

｝
＋
／
1
二
卜
四
日
は
・
わ
が
脳

㎜
が
国
書
加
盟
後
最
初
の
「
国
連
…

…
ヂ
ー
」
で
あ
り
ま
す
。
国
連

「
は
、
国
際
間
の
平
和
を
保
つ
た

．
め
の
機
構
と
し
て
、
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
速
ア
ー
を
迎
え

一

が
、
差
当
り
十
月
中
に
別
項
紀

｝
載
の
と
お
り
公
売
を
行
い
ま
す

一
の
で
希
喰
者
の
方
々
の
入
札
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
差
押
物
件
公
売
の

．
御
知
ら
せ

市
税
滞
納
処
分
に
よ
っ
て
差
押

中
の
不
動
産
（
土
地
及
家
長
）

一
節
電
福
加
入
権
等
の
公
売
を
市

一
る
に
当
り
、
Ψ
和
と
安
全
な
惜
｝
役
所
に
て
左
記
の
と
お
り
入
札

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
界
を
保
つ
た
め
に
、
私
共
は
国

療
デ
あ
意
筏
を
よ
く
考
え
て

　
み
ま
し
よ
う
。

で
行
い
ま
す
の
で
、
買
受
希
聾

者
は
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所

税
務
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

公
売
期
日
及
時
刻
　
　
　
公
　
　
売
　
　
物
　
　
鱈

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ニ

十
月
．
一
　
　
「

　
（
水
曜
日
）

　
午
前
レ
一
時

十
1
1
．
一
ト
κ
日

　
（
金
曜
日
）

　
午
前
十
一
時

　
。
、
宅
地
七
拾
六
坪
細
島
八
坂
二
七
几
八

器
地
）
　
　
一
、
宅
地
拾
人
坪
（
同
七
几
八

｛
蕃
地
ノ
乙
）
　
一
、
木
造
セ
ノ
ノ
ト
瓦
費

平
家
建
倉
庫
屑
拾
κ
坪
（
同
冴
地
）

　
　
、
宅
地
弐
拾
六
坪
（
細
島
了
八
坂
町
七

七
八
器
地
）
　
一
、
宅
地
弐
拾
四
坪
（
同

縄
靴
報
謝
坪
密
娩
瀦
婦

F
坪
（
子
器
地
）
　
一
、
木
造
瓦
n
甲
家
廻

物
置
κ
坪
（
裏
地
）
　
．
、
木
造
野
蛮
平

家
廼
釜
場
弐
坪
κ
合
（
同
調
地
）

　
一
、
木
造
粉
臼
弐
階
蓮
店
舗
居
宅
　
一
棟

　
廼
親
玉
・
ハ
坪
π
〈
口
外
一
．
階
六
坪

　
　
　
　
　
（
富
高
ヒ
、
瓦
．
ヒ
番
地
）

　
、
一
　
木
石
瓦
ム
三
階
興
店
舗
弐
拾
七
対
外

碑
．
階
拾
四
坪
　
一
、
本
造
瓦
鈎
平
家
建
物

置
な
坪
κ
合
　
　
一
、
木
－
造
瓦
費
目
家
蝿
物

置
八
坪
（
右
一
、
棟
細
局
六
六
一
．
．
旧
地
）

一
、
完
地
白
坪
（
日
面
略
字
畑
島
κ
、
七

日
目
一
翼
ノ
一
、
．
）

一
、
田
壱
反
竣
工
弐
拾
歩
（
日
知
婦
米
噸

ノ
由
慣
ハ
八
四
蕃
楠
㎎
ノ
．
．
．
）

・　卜
午（月
前月二
世一H’d｛6

一一哿ｪ
時）日

一
、
七
八
畝
弐
拾
四
歩
（
睡
夢
字
一
々
呂

毛
一
〇
、
七
〇
几
釆
…
地
）

一
、
田
万
畝
拾
歩
（
平
岩
字
神
楽
の
口

九
、
一
．
認
諾
釆
田
地
）

一
、
冠
話
加
入
楕
．
、
拠
（
［
向
電
報
電
話

局
に
加
入
の
加
入
橡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
考
　
　
　
　
　
一
消
毒
に
は
ク
レ
ゾ
ル
液
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ゾ
ー
ル
乳
剤
等
で
行
っ
て

一
、
公
売
期
日
迄
に
滞
納
税
金
「

　
の
納
入
が
あ
っ
た
場
合
は
取
一
下
さ
い
。

　
止
め
又
は
妊
期
と
な
り
ま
三
、
台
所
の
漕
掃
改
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
所
の
清
掃
は
私
遼
日
常
生

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
、
最
低
見
積
価
格
は
「
公
売
晶
糞
蒲
認
漱
雛

3
総
藩
論
麓
赴
鰻
残
飯
類
の
処
理
ね
ず

　
金
と
し
て
見
積
価
格
の
百
分

　
の
五
を
要
し
ま
す
。
　
（
入
札

保
証
金
は
落
札
の
時
は
価
格
　
　
　
第
2
5
部

戦
勲
黙
毅
疑
＋
一
一
㎜
繕
膝
撒
些

　
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

4
、
農
地
公
売
の
入
札
に
は
県

み
の
出
入
を
完
全
に
閉
鎖
す

る
こ
と
、
台
所
の
採
光
は
少

く
と
も
四
ト
ワ
ソ
ト
の
眠
灯

の
明
る
さ
以
上
で
あ
る
こ

と
、
残
飯
桶
に
は
必
ず
ブ
タ

を
す
る
こ
と
、
そ
の
他
風
通

し
を
ゆ
分
に
す
る
こ
と
な
ど

は
大
変
必
要
な
こ
と
で
す
。

消
防
操
法
大
会
行
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
々
津
別
府
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
光
寺
飛
行
場
跡
で
行
わ
れ
ま
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
こ
れ
は
消
防
の
基
本
的
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
の
練
成
に
よ
っ
て
消
防
強

調
鐸
礎
鯉
口
薪
蒔
醗
伽
哺
璽

　
す
か
ら
準
備
し
て
了
い
て
下
醒
恵
ま
れ
、
串
場
チ
ー
ム
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
そ
れ
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の

5
、
開
札
日
時
は
即
時
で
す
。
・
実
科
や
学
科
に
懸
命
に
努
め
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
し
た
。

・
o
・
●
ρ
・
■
。
o
・
・
9
・
昏
●
●
㌦
■
9
9
●
ゆ
・
，
9
．
、
∂
・
．
ノ
9
．
σ
●
●
θ
．
．
・
尋
㌦
’
・
亀
．
o
㌦
ρ
㍉
．
σ
㌦
’
■
●
0
9
●
．
9
，
G
p
o
％
o
■
鴨
，
e
㌔
9
・
●
，
9
㌔
，
㌦
・
9
㍉
・
◎
亀
9
9
艦
■
9
・
●
魯
・
㌔
●
・

全
市
を
キ
レ
イ
サ

　
　
　
秋
の
大

ツ
パ
リ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掃
除

大
掃
除
は
例
年
春
秋
．
回
全
国
一
一
、
室
内
の
清
掃

的
に
行
わ
れ
て
お
り
ヒ
す
が
当
．
ω
嘉
徳
、
調
度
品
そ
の
他
の
物

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
月
万

日
か
ら
↑
月
一
4
卜
κ
日
迄
を
清

掃
実
施
期
間
と
し
て
お
り
ま
ザ

　
こ
の
期
閲
、
衛
生
講
話
や
薬

剤
使
用
方
法
、
清
掃
方
法
な
ど

に
つ
い
て
御
希
望
の
あ
る
場
合

は
、
区
艮
さ
ん
を
通
じ
て
日
碍

を
指
定
し
て
市
役
所
衛
生
課
へ

申
込
ん
で
頂
け
ば
、
係
員
を
派

遣
御
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
大
掃
除
で
注
慧
す
る

　
事
が
ら

翻
妻
塁
還
ヨ
§
凄
ヨ
慈
≡
一
一
詔
一
一
一
葦
蚕
毒
嵩
一
＝
≡
嵩
≡
毫
＝
「
§
一
「
「
一
≡
塁
塁
一
養
　
一
一
遷
＝
ヨ
一
萎
≡
｝
｝
≡
＝
§
§
＝
藁
籠
「
一
一
ヨ
萎
需
謹
謂
≡
一
「
一
箋
ヨ
曇
養
蓑
蓉
一
「
憂
ヨ
一
蓑
§
葦
＝
§
≡
鴇
§
養
ヨ
＝
§
一
一
葦
≡
養
同
日
一
一
一
養
≡
≡
警

美
美
津
の
伝
説

一
且
盤
神
社
祭
に
因
ん
で
…

　
神
武
天
阜
お
吊
出
の
聖
地
と

伝
え
ら
れ
る
美
々
津
の
立
磐
神

社
例
祭
は
、
十
一
月
卜
四
日
か

ら
三
日
間
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
祭
礼
を
機
会
に
、
伝
説
の
多

い
美
々
津
に
つ
い
て
需
い
て
み

ま
し
た
。

　
美
箕
津
の
地
名
は
、
硬
祓

（
み
そ
ぎ
）
の
沖
、
御
・
ノ
、

瑞
々
し
の
ミ
ズ
な
ど
に
根
さ
し

て
い
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。　
神
武
入
5
4
以
前
か
ら
、
神
々

の
硬
祓
の
聖
地
で
あ
っ
た
と
い

う
の
で
あ
り
ま
す
。
対
岸
の
権

現
崎
の
港
柱
神
杜
の
祭
神
は
祓

戸
の
神
々
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
文
献
伝
説
か
ら
み

る
と
、
美
々
沖
は
何
か
神
代
じ

み
て
き
ま
す
し
、
神
武
入
寂
の

伝
説
も
何
か
そ
の
基
盤
が
あ
る

よ
う
で
す
。

　
神
武
人
“
は
、
八
朔
（
旧
八

月
　
日
）
に
お
言
出
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
n

に
は
例
彗
夜
明
け
前
に
『
オ
キ

ヨ
』
『
オ
キ
『
』
と
子
供
た

が
呼
ば
わ
り
な
が
ら
、
町
民
え

起
し
て
廻
る
。
町
民
は
御
神
燈

を
些
々
に
幽
し
、
そ
し
て
「
つ

き
い
れ
」
を
つ
く
る
行
耶
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
入
唾
の
御
進
発
が
予

定
よ
り
早
く
な
っ
た
の
で
、
あ

わ
て
た
里
人
は
家
々
を
起
し
て

廻
り
、
前
夜
か
ら
用
意
し
て
い

た
米
の
粉
と
小
豆
を
一
緒
ご
た

に
し
て
、
餅
に
つ
い
て
、
そ
れ

を
急
き
献
上
し
た
と
い
う
古
箏

を
今
で
も
う
け
つ
い
で
い
る
の

で
す
。
一
緒
ご
た
に
つ
い
た
の

は
「
あ
ん
」
と
、
餅
を
別
々
に

竹
る
暇
が
な
い
の
で
こ
れ
を
急

ぎ
一
緒
に
蒸
し
て
つ
い
た
訳
で

す
。　
こ
の
「
つ
き
い
れ
」
は
、
神

　
ミ
ミ
ノ
バ
イ
の
葉
に
、
の
せ

　
、
立
磐
神
社
に
奉
献
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
ミ
ミ
ノ
パ
イ
は
、

美
々
沖
原
産
の
植
物
で
あ
り
、

伊
勢
神
宮
に
お
い
て
も
、
縦
隔

δ

の
下
敷
に
こ
れ
を
用
う
る
の
が

＾
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

　
品
は
窺
ら
ず
犀
外
に
搬
出
し

　
目
光
消
毒
を
行
い
卜
し
よ

　
’
）
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ω
床
ト
な
ど
の
隅
々
に
つ
い
て
一

　
い
る
ゴ
ミ
は
全
部
取
除
き
ま

　
し
よ
う
。
こ
の
コ
ミ
の
巾
は

　
ノ
・
・
や
そ
の
他
の
虫
の
越
冬
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

地
帯
、
塑
卵
場
と
も
な
っ
て
一

　
い
ま
す
。
清
掃
の
済
ん
だ
床

上
に
は
新
聞
紙
を
し
き
、
そ

　
の
上
に
D
D
T
粉
末
ま
た
は

　
B
H
C
粉
末
な
と
を
撒
布
し

　
て
わ
き
ま
す
と
殺
虫
効
果
h
・

％
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
一

二
、
便
所
の
告
口
改
替

　
便
所
は
台
風
通
過
後
で
も
あ

り
相
当
汚
染
さ
れ
た
所
も
あ
罰

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
ず
の
　

　
で
、
改
善
或
は
消
毒
に
努
め

　
て
下
さ
い
。

近
く
着
工
し
ま
す

　
　
財
光
寺
・
細
島
両
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
優
勝

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

　
優
勝
　
第
七
分
団
第
2
5
部

　
　
　
　
（
面
々
沖
町
別
府
）

　
二
等
　
第
五
部
A
（
原
町
）

　
一
．
↓
等
　
第
七
部
（
亀
崎
）

な
お
優
勝
し
た
第
二
十
κ
部
ナ

ー
ム
は
来
た
る
十
五
日
行
わ
れ

る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

引
揚
者
給
付
事
務
分
室

は
十
二
月
中
置
く

　
引
揚
者
給
付
金
等
請
求
事
務

の
取
扱
い
は
、
市
民
課
分
室
を

設
け
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
分
室
は
十
二
月
末
口
ま
で
継

続
設
置
し
ま
す
。

　
な
お
f
二
月
を
過
ぎ
て
、
分

室
が
な
く
な
り
ま
し
て
も
、
そ

の
筏
は
昭
和
ゴ
．
1
．
五
宛
一
ご
月
末

ま
で
、
市
民
課
で
従
来
ど
お
り

受
付
は
続
け
て
行
い
ま
す
の
で

誤
解
の
な
い
よ
う
お
疎
し
ま

す
。

伝
灘
議
盤
鴛
熱
型
幽
艶
霧
繋
擁
醐
戦

裏
付
け
る
よ
う
な
唱
が
ら
が
多
室
、
纂
室
、
軸
麺
蒙
四
案
た
。
。
の

罰
ひ
謡
躯
破
脇
餅
遡
⇔
舳
励
鰍
縦
線
醐
撮
胎
陀
が
熱
熱
晴
蜻
階
寧
臓
街

そ
の
名
を
知
ら
れ
た
も
の
で
す
…
↑
．
一
4
1
経
つ
た
黒
鍵
、
授
業
上
一
教
員
窒
、
音
楽
窒
、
理
科
室
、

が
、
日
向
の
悶
と
い
え
ば
、
美

々
津
の
名
は
速
鎖
的
に
冊
入
に

知
ら
れ
て
い
る
の
も
、
以
し
の

事
か
ら
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
目
向
の
国
の
名
を
と
っ
た
日

向
布
と
中
々
津
は
、
市
町
合
併

前
か
ら
、
古
事
に
よ
る
因
縁
が

あ
っ
た
と
も
言
え
る
訳
で
し
よ

う
。
日
向
市
と
い
う
市
名
も
、

美
々
沖
が
入
っ
て
い
て
こ
そ
、

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
も
云

え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
～
何
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
：
卜
～

蜘
藷
讐
鯵
嘘
．
露
鐙
校
の
第
養
家

旧
業
高
海
軍
航
空
隊
兵
舎
の
古
土
事
は
、
的
年
度
の
第
二
期
工
の

材
払
下
げ
で
、
昭
和
一
．
ト
一
体

1の中ての家畜飼い

届けがいるのて御調意
，1開lo曾0010，10111瞳1■1，　　　　　　　　　　　■冒1，量llll塵明瞳鰺1「1，●■圓，11闘

「
へ
い
獣
処
＝
一
、
届
出
を
す
る
獣
畜
種
別
並

指
定
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
地

域
に
居
住
す
る

人
で
、
現
在
、

次
に
掲
げ
る
何

れ
か
の
獣
畜
を

理
法
」
と
い
う
一

法
穣
が
施
行
に

な
り
ま
し
て
二

　
　
　
　
　
　
「

日
向
市
で
は
左

詔
の
地
域
が
些

　
　
　
　
　
　
一

重
三
日
か
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
飼
養
し
、
ま
た
は
今
後
飼
養
し

に
も
極
め
て
不
備
で
あ
り
ま
し
一
普
通
教
室
が
出
来
る
ほ
か
、
宿
一
よ
う
と
す
る
時
は
保
健
所
を
経
一

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
直
室
（
木
造
）
小
使
室
、
便
所
由
し
て
、
知
事
へ
潜
心
で
届
出
｝

　
昭
和
一
．
卜
九
年
度
に
県
の
調
＝
一
ヵ
所
な
ど
造
る
こ
と
に
な
つ
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
｝

査
で
、
危
険
校
舎
と
な
っ
て
い
て
お
り
、
こ
れ
で
同
校
は
一
。
一
年
す
る
方
は
す
ぐ
に
届
け
ら
れ
る
｝

た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一
の
■
肇
草
画
が
完
成
す
る
わ
け
一
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
こ
の
ほ
ど
補
助
が
決
定
し
ま
一
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
記
　
　
　
　
　
　
　
　
一

纏
耽
礁
繕
騙
繍
耀
植
脚
瀦
蒔
町
賄
輔
髄
鑑

ー
ト
ニ
階
建
で
、
六
教
室
が
で
一
ら
の
新
し
い
美
し
い
教
室
で
、
一
美
々
津
上
町
、
中
町
、

き
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

［近日
中
に
入
札
す
る
こ
と
に
な
｝
に
な
り
ま
し
よ
う
。

一
児
童
た
、
が
勉
強
で
，
る
、
と
一

美
々
津
新
町
、
石
並
、

全
区

細下
島町

　
に
頭
数

　
生
一
頭
以
上
、
馬
一
頭
以
上

　
豚
一
頭
以
上
、
め
ん
羊
四
頭

　
以
上
、
山
羊
四
頭
以
上
、
犬

　
十
頭
以
上
、
鶏
（
ひ
な
を
除

　
く
）
百
羽
以
上
、
あ
ひ
る

　
（
ひ
な
を
除
く
）
五
十
羽
以

　
上
。

三
、
届
出
種
類

　
1
、
届
出
者
の
氏
名
及
び
住

　
　
所

　
2
、
施
設
の
所
在
地

　
3
、
動
物
の
稠
類
及
び
数

　
4
、
施
設
の
構
造
設
備
の
概

　
　
要
（
略
図
）

り
＝
＝
＝
＝
＝
3
…
≡
騨
＝
：
鴨
＝
＝
囎
：
＝
＝
”
＝
…
≡
≡
；
一
＝
”
＝
■
≡
≡
冨
置
冨
…
＝
＝
鱒
＝
1
8

…
農
家
の
メ
モ
．
…

”
圃
冨
帥
一
3
＝
＝
覗
＝
囑
＝
一
＝
3
一
留
曽
昌
■
翼
＝
＝
卿
＝
一
影
竃
■
庸
＝
＝
●
雷
一
「
3
3
3
一
曹
3
零
剛
3
3
＝
3
言
胃
9
8

帽
、
甘
藷
の
貯
戴
と

　
早
掘
甘
藷

　
普
通
の
甘
藷
は
、
九
月
か
ら

急
に
発
育
し
、
十
一
月
中
旬
に

は
発
育
の
最
高
に
達
す
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
普
通
甘
藷
は
澱

粉
、
飼
料
等
に
主
と
し
て
消
費

さ
れ
ま
す
が
、
澱
粉
歩
留
り
や

蕗
の
肥
大
は
、
十
一
月
申
旬
ご

ろ
が
最
も
高
い
時
で
す
の
で
、

早
掘
り
も
考
え
も
の
で
す
。
し

か
し
ま
た
降
霜
後
は
、
澱
粉
歩

留
り
が
低
く
な
り
ま
す
の
で
、

霜
の
降
る
前
に
、
晴
大
つ
づ
き

の
時
に
牧
牛
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
毎
年
多
取
の
諮
を
腐
敗

さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
く

さ
ら
せ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
、

①
霜
の
降
る
前
に
牧
梅
す
る

②
無
病
無
傷
の
藷
を
貯
蔵
す
る

③
貯
蔵
中
の
温
度
に
注
意
す
る

④
一
ヵ
所
に
多
殴
の
藷
を
人
れ

な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
薪
三
、

　
ま
し
い
こ
と
で
す
。

な
お
普
通
甘
蕗
よ
り
も
割
に
販

売
代
金
の
多
い
早
掘
甘
諮
を
明

春
は
ぜ
ひ
蔵
卜
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
に
は
早
掘
廿
藷
椰
子
寿
を

反
当
四
〇
貫
を
邸
備
し
て
下
さ

い
。
な
お
麦
の
町
方
も
駐
巾

に
甘
露
の
瞬
を
作
ら
れ
る
よ
う

に
植
え
て
下
さ
い
。
甘
藷
寿
の

種
子
は
牧
穫
の
時
に
分
譲
を
受

け
る
よ
り
も
、
植
付
前
に
（
春

二
月
上
旬
）
五
二
す
る
よ
う
に

し
た
方
が
腐
敗
が
少
な
い
で

す
。
明
年
は
必
ず
畢
掘
甘
繭

栽
培
を
し
ま
し
よ
う
。

二
、
秋
馬
鈴
薯
の
手

　
に
つ
い
て

　
今
秋
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず

馬
鈴
薯
に
は
不
運
で
あ
り
重

た
が
、
今
後
の
手
入
れ
に
次

こ
と
を
留
意
し
て
下
さ
い
。

①
麿
に
追
肥
を
施
し
申
耕
除

　
し
て
下
さ
い
。

②
土
寄
作
業
は
「
た
ば
こ
」

　
り
の
よ
テ
に
大
切
で
す

　
で
、
花
芽
の
出
る
前
（
繊

　
後
三
十
日
頃
）
に
縦
る

　
と
。
高
さ
は
畦
は
七
寸
以

　
に
な
る
よ
う
に
、
高
睦
と

　
た
方
が
多
牧
と
な
り
ま
す

　
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上

　
に
四
斗
式
等
量
石
灰
ポ
ル

　
液
を
二
回
か
け
て
疫
病
を

　
除
す
る
事
に
よ
り
一
～
二

　
の
増
牧
と
な
り
ま
す
。

　
　
慶
作
と
肥
料

　
従
来
麦
作
り
が
適
期
よ
り

れ
勝
ち
で
す
の
で
、
十
一
月

旬
か
ら
十
ご
月
五
日
迄
に
は

る
よ
う
作
業
を
進
め
る
こ
と

必
ず
種
子
消
毒
。
こ
の
二
つ

実
行
し
ま
し
よ
う
。
な
お
肥

は
硫
安
、
過
石
目
の
よ
う
な

酸
性
肥
料
だ
け
の
施
肥
は
や

て
内
証
、
尿
素
、
熔
燐
等
を

す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
徴

要
素
と
し
て
の
消
石
灰
、
珪

苦
土
石
灰
、
珪
か
る
等
を
つ

め
て
施
す
こ
と
に
し
ま
し
よ

◎
ノ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
稀
該
当

　
茜
は
生
後
六
ヵ
月
よ
り
小
学

　
校
入
学
前
ま
で
と
、
小
学
校

　
卒
業
前
（
六
年
生
）
の
者

ジ
7
テ
り
ア
百
日
咳

　
　
予
防
接
種
日
割
　
　
曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◎
百
日
咳
予
防
接
穏
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
該
当
者
は
生
後
三
ケ
月
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
才
ま
で
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
は
三
回
初
め
て
注
射
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
う
け
る
者
　
三
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
前
に
一
回
注
射
を
う
け
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
の
あ
る
者
　
十
円

　
料
金
は
三
回
三
十
円
、

　
十
円
。

◎
場
所
と
期
日

づ

細
島
　
地
　
区

塩
見
地
区

財
光
寺
地
区

日
知
屋
地
区
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J郷り町
遂諱h
齔ｼ広話
��ｩ町
專焉@’
諱f 旭

直
月
踏
日

「－o

獅
P
8
日

「σ

�
日

10

ｩ
日

コ0

ｩ
日

16

o
1
日

接
種
区
μ
笙
回
一
二
三
回

11

獅
U
日

　11
@早　臼

10

c
日

10

ｻ
日
日
知
屋
小
学
校

10

ﾕ
日
右
同

io

ﾕ
日
市
役
所
講
堂

接
種
場
所

　
　
　
お
　
ね
　
が
　
い

市
役
所
の
い
ろ
い
ろ
な
事
務
に
つ
い
て
御
希
塑
な
り
苦
情
．
・

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
遠
慮
な
く
広
報
係
へ
御
一
丁

目
さ
い
。
甥
務
主
管
課
に
連
絡
し
ま
し
て
、
御
納
得
の
い
、

く
方
向
へ
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
、
本
紙
に

対
す
る
御
要
望
、
御
批
判
な
ど
釦
由
出
直
さ
い
。
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